
環境デザイン学科では、地球規模の環境問題、発展途上国にお
ける開発と貧困の問題、都市・地域のまちづくりやコミュニティ
活性化、南海トラフ巨大地震等の自然災害に対する防災・減災
をはじめ、持続可能な地球環境や地域社会の実現に向けた多
様なテーマに取り組みます。教員の専門分野も、環境デザイン
に関わる理学・工学だけでなく、社会心理学、経済学、景観デザ
イン、社会学、政治学等、様々な分野に及んでいます。本学科で
皆さんが学んでみたいテーマがきっと見つかると思います。
ぜひ、環境デザイン学科で、私たちと一緒に、身近な地域から
世界を舞台にして、次世代の都市や地域社会、地球環境のデザ
インに取り組みましょう！

羽鳥 剛史

［学問領域］ 工学系、環境系、人文学系
［専門分野］ 土木計画学、合意形成論
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地域に特化したまちづくり

S�U��N�’� VO���

私は幼い頃から地元のまちづくりに疑問を抱いており、将来
の目標は地元の発展に貢献できるまちづくりを行うことでし
た。目標達成のためにまちづくりについて専門的に学びたい
と思い、環境デザイン学科に進学しました。
入学後、まちづくりにおけるノウハウを学ぶことができ、楽し
く講義を受講しています。講義では、実際に行われたまちづ
くりの例を取り上げ、各地域の実情に合わせたまちづくりが
行われているということを学びました。このように、まちづく
りは地域住民の方々の想いに寄り添ったり、地域の特徴に
合わせたりして行われています。講義外でもこのことを自分
の身で体感できるような活動に取り組むことができます。環
境デザイン学科では、実際に地域住民の方のまちづくりワー
クショップに参加させていただき、実際に交流しないとわか
らないような地域住民の方の想いに触れることができます。
環境デザイン学科は文理融合の学科なので、私のように高
校生の時に文系コースに在籍し、建築分野に興味のある人
でも、目標に向かって頑張り続けることができます。上回生
になれば自分が所属する学部・学科以外の講義も受講する
ことができるので、今後は他学部・他学科の建築関係の講
義を受講してまちづくりについて様々な知識を身に付けてい
きたいと思っています。
大学生活は高校までとは違った充実感があります。高校と比
べて自分で選択しなければいけないことが増え、自分の判
断でその後が良くも悪くもなります。環境デザイン学科では
自分のやりたいことに挑戦できるので、皆さんも環境デザイ
ン学科に来て、一緒に挑戦してみませんか。

増田 杏
2019年度入学  高松第一高等学校 出身［香川］環境デザイン学科
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質的データの
収集と分析

産業
イノベーション論

化学入門
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倫理と
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（2019年度時点の時間割）

環境修復学

◎時間割（2年次前学期 Cさんの場合）
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授業紹介

担当教員／松村暢彦

地域デザインとは「地域をデザインする」といったように地域を対象として
捉えるだけではなく、地域のために、地域（の人々）によって、地域の問
題を解決し、より豊かな暮らしを実現していく営みを意味します。長年に
わたって、地域の問題を地域の人々が協力し合って、創造的に解決して
いくプロセスはまさに地域デザインのあるべき形といえます。
また、過去から現在までの時間的変化から地域を読み解く能力を磨い
ていくことで、将来の地域を広域的に計画していくための視点を学んで
いきます。

地域デザイン論

1年次 専門力育成科目群

担当教員／松村暢彦、入江賀子、片岡由香

私たちの暮らしは、自然環境と社会基盤という大きく分けて2つの環境
に向き合い、支えられています。また、人々の生活や暮らしの目に見える
ハード面だけでなく、そこでの暮らしに必要となる活動も支えています。
豊かで安全、安心、快適な持続可能な地域社会を実現するためには、人間
自身の認識と共に、制度や規範等を通じて、自然環境を持続的に保全、
活用し、社会基盤を適切に整備、運用していかなければなりません。この
授業では、持続可能な社会を実現するために、地域社会の課題とその
解決方法を理解することを目的としています。

環境デザイン論

2年次 専門力育成科目群

担当教員／入江賀子

環境プロジェクトや環境政策のデザインには様々な内容がありますが、
どのようなデザインが社会にとって良いでしょうか。社会全体の便益が
大きい、あるいは費用が少ないデザインを良いものとする考え方が、経済
学の「費用便益分析」の考え方です。この授業では、そのような「費用
便益分析」の内容について、概ね理解できるようになることを目標として
います。このため、環境プロジェクトや環境政策の便益や費用について
の基礎理論を学び、これらの知識をもとに、「費用便益分析」の仕組み
を理解していきます。

環境経済学

2年次 専門力育成科目群

◎ツル類の越冬地定着に向けた地域内連携

◎無住化集落における資源管理に関する研究

◎自然再生事業におけるふれあい調査の可能性に関する研究

◎耕作放棄地保全・利用方法に関する市民の選好の分析

◎災害復興まちづくりの実践と評価に関する研究

◎地域性を中核にした災害レジリエンス研究

◎衣類リサイクルにおける持続可能な仕組みの考察

◎災害シミュレータを用いた地域防災力に関する研究

◎農山漁村のサステナブルビジネス戦略

◎環境問題解決のための持続可能な地域イノベーションに
関する研究

◎コミュニケーションに着目した公共ガバナンスに関する研究

担当教員／バンダリ・ネトラ・プラカシュ、羽鳥剛史

この授業では、ネパールの大学生と協働でフィールド実習に取り組むこ
とによって、国際コミュニケーション能力・国際性・課題解決能力などを
身に付けることを目的としています。現地では、トリブバン大学等の学生
との混合グループでフィールド実習に取り組み、ネパールに関連する研究
素材（社会、経済、工学、技術、自然科学、自然環境・災害、地域文化、教育
など）に関して、自ら課題を発見し、解決の方向性を探求していきます。
また、地域のステークホルダーと対話し、問題解決のためのトランス
ディシプリナリー・アプローチの実践を学びます。

海外フィールド実習（ネパール）

3年次 実践力育成科目群

その他の授業も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！

その他の教員も紹介中！
詳しくはWEBをチェック！
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社会共創力

学位認定科目群

社会共創演習Ⅰ・Ⅱ／自由課題研究／卒業研究

応用力

専門力育成科目群

環境デザイン課題研究Ⅰ・Ⅱ／環境デザインゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／環境デザイ
ン実践論／環境マネジメント論（環）／水域環境保全（環）／応用地球科学（環）／
自然社会環境学（環）／地域防災実践学（地）／住民参加と合意形成（地）／自然
災害学（地）

課題 解決提言力・
調整力・マネジメント力

実践力育成科目群

プロジェクト応用演習

専門力

環境ガバナンス論（環）／環境経済学（環）／環境修復学（環）／生物多様性
保全学（環）／環境統計学（環）／地理情報システム学（環）／景観デザイン（地）／
公共ガバナンス論（地）／防災情報社会学（地）／社会資本の整備と運用（地）／
防災マネジメント学（地）

基礎 力

環境デザイン概論／環境デザイン論／地域デザイン論／地球環境学／統計学／
生物学／地球科学／微積分／物理学／線形代数／化学／国土形成史（地）

自己デザイン

海 外フィールド
実習1・Ⅱ／海外
インターンシップ
他学科科目
他学部科目

学士基礎 力

新入生セミナー
A・B／社会力入
門／愛媛学など

学際的視点

課題 解決思考力育成科目群

持続可能性科学／社会心理学／地域経済学／地域
社会論／質的データの収集と分析／データサイ
エンス／トランスディシプリナリー科学概論

社会共創の基礎的知識

基礎 力育成科目群 共通教育科目

社会共創学概論／経営
入門／リーダーシップ入門

課題 解決立案力

プロジェクト実践演習／
環境デザインフィールド
実習Ⅰ・Ⅱ

就業力

インターンシップ実践

課題 原因究明力

プロジェクト基礎演習／
環境情報処理演習

就業イメージ形成・
自己課題認識力

インターンシップ入門

協働基礎 力・コミュニ
ケーション能力

フィールド実習

主体性・現 地調査力

フィールド基礎実習

フィールドワークの
ためのスキルと態度

フィールドワーク入門

※環境サステナビリティコースは（環）、地域デザイン・防災コースは（地）で表記しております。
※2021年4月以降入学者のカリキュラムとなっております。
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